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２０２１年６月８日

東北電力ネットワーク株式会社

東北北部エリアにおける電源接続案件
募集プロセスの完了後の対応と

２０２１年ＧＷ期間中の需給状況について

（報告事項）

資料４



Ｐ2今回の報告事項

１．東北北部エリアにおける電源接続案件募集プロセス（以下，募集プロセ

ス）の完了に関連し，下記について報告する。

（１）募集プロセスの完了について

（２）募集プロセスエリアの検討保留案件への対応状況について

（３）検討保留案件に対応した電源接続案件一括検討プロセスの開始に

ついて

２．２０２１年ＧＷ期間中の需給状況について報告する。

（４）ＧＷ期間中の需給状況について

（５）５月４日の需給状況について
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１．東北北部エリアにおける電源接続案件募集プロセス（以下，募集プロセ

ス）の完了に関連し，下記について報告する。

（１）募集プロセスの完了について

（２）募集プロセスエリアの検討保留案件への対応状況について

（３）検討保留案件に対応した電源接続案件一括検討プロセスの開始に

ついて

２．２０２１年ＧＷ期間中の需給状況について報告する。

（４）ＧＷ期間中の需給状況について

（５）５月４日の需給状況について



Ｐ4（１）募集プロセスの完了について

 第29回ＷＧ（2021年2月25日）報告後，全ての優先系統連系希望者と必要な契
約手続きが整ったことから，2016年10月に開始した募集プロセスは，2021年3
月3日に完了。

 引き続き，優先系統連系希望者の系統連系に係る工事と，入札対象工事の建設
について，適切に対応して参ります。

電源種別 件 数［件］ 容 量［万ｋＷ］

太陽光 ２ ２

陸上風力 ３３ １２２

洋上風力 １６ ２６０

その他再エネ
（バイオマス等） ２５ ６

合 計 ７６ ３９０

募集プロセスの結果：優先系統連系希望者 ７６件，容量 ３９０万ｋＷ



Ｐ5（２）募集プロセスエリアの検討保留案件への対応状況について

 第29回ＷＧにおいて，募集プロセス期間中において，募集プロセスエリアへ新
規の接続検討申込を頂いた案件（以下，検討保留案件）が， 2021年1月末時点
で145件，約950万kW（詳細はＰ６参照）となっており，これら検討保留案件に
対し，ノンファーム型接続適用など系統状況の変化等も踏まえ，継続意思等の確
認を進めていることを報告。

 現時点で，145件，約950万kWのうち継続意思が確認出来た案件について，順次
技術検討結果を回答しているところ。（一部の案件は，電源接続案件一括検討プ
ロセスへ移行）

 なお，洋上風力に関しては，募集プロセスの優先系統連系希望者との海域重複も
認められることから，2021年2月17日開催の国の審議会※での整理内容（Ｐ７）
に基づき，引き続き国とも連携し，申込み事業者の扱いについて協議していく。

※総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 再生可能エネルギー大
量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 洋上風力促進ワーキンググループ 交通政策
審議会 港湾分科会 環境部会 洋上風力促進小委員会 合同会議
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電源種別 1月末時点 継続意思確認済み 検討中他

太 陽 光 ３５件（ １４万kW） ２１件（ ８万kW） １４件（ ６万kW）

陸上風力 ４８件（３６４万kW） ３９件（３２６万kW） ９件（３８万kW）

洋上風力 １７件（５４３万kW） １６件（５０９万kW） １件（３４万kW）

その他再エネ
（バイオマス等）

４５件（ ２９万kW） ２４件（ １７万kW） ２１件（１２万kW）

合 計 １４５件（９５０万kW) １００件（８６０万kW）※ ４５件（９０万kW）※

検討保留案件の継続意思確認状況

（参考）検討保留案件の継続意思確認状況

※一部の案件（秋田県本荘由利エリア1件，青森県下北エリア25件）は，電源接続案件一括検討
プロセスへ移行
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（参考）東北北部募集プロセスにより確保された系統の取扱い
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 検討保留案件への継続意思の確認結果，継続意思のある検討保留案件のうち，一部
エリアに申込みが集中している状況

 そのようなエリアについては，効率的な系統整備の観点等から電源接続案件一括
検討プロセス（以下，一括検討プロセス）にて対応することが妥当と判断される
ことから，青森県下北エリアについて，5月19日に当社提起による一括検討プロセ
スの開始を公表したところ。

申込み地点
（地点重複等を除く）

青森県下北エリア

【青森県下北エリアの申込み状況】
・検討保留案件の申込み：25件，約130万kW
・地点重複等を除くポテンシャル見込み：15件，約83万kW

（３）検討保留案件に対応した電源接続案件一括検討プロセスの開始について
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 青森県下北エリアは，募集プロセス
等において既に100万kWを超える案
件の連系を承諾済み。

さらに検討保留案件について，洋上
風力の重複案件等を考慮してもなお，
80万kWを超えるポテンシャルがあ
り，これら案件を既設ローカル系統
で受け入れるためには，地中ケーブ
ルを含め4回線の送電線の新設が必
要になる等，工事の実現性，工事費
面において課題がある。

この解決策としては，再エネ連系の
ための基幹変電所を新設することが
有効。

【ローカル系統を増強した場合】

【一括検討プロセスにおける増強案（基幹変電所新設）】

※土地が狭隘なため，送電線の新設
ルートを複数確保するのが困難であり，
一部ケーブルでの新設を想定

１.総⼯事費︓約200億円
２.⼯ 期︓８年以上
３.増強内容︓
・50万V架空送電線(2回線)新設
・50万V変電所新設

１.総⼯事費︓約670億円
２.⼯ 期︓8年以上
３.増強内容︓
・15万V架空送電線(2回線)新設
・15万V地中ケーブル(2回線)新設※

・六ケ所変電所拡張，増設他

（３）検討保留案件に対応した電源接続案件一括検討プロセスの開始について
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【今後のスケジュール】

２０２１年 ５月１９日
・⻘森県下北エリア（仮称）における電源接続案件一括検討
プロセスの開始・公表

２０２１年 ６月中旬頃
【本プロセスの開始公表から１か月程度】

・応募の受付開始【増強パターン２（注１）公表】

２０２１年 ８月中旬頃
【本プロセスの応募開始から２か月程度】

・応募の受付締切
・応募書類の内容確認【受領後速やかに】

２０２１年１１月下旬頃
【検討開始から３か月程度】

・接続検討結果の回答

２０２１年１２月下旬頃
【受付開始から２０営業日】 ・再接続検討の受付締切【負担可能上限額の申告等】

２０２２年 ４月上旬頃
【検討開始から３か月程度】 ・再接続検討結果の回答

２０２２年 ５月上旬頃
【受付開始から２０営業日】

・契約申込みの受付締切
・工事費負担金補償契約の締結

２０２２年１１月中旬頃
【６か月程度又は合意した期間】 ・技術検討結果の回答，連系承諾通知

２０２２年１１月中旬頃 ・工事費負担金契約の締結

２０２２年１２月中旬頃
・工事費負担金の入金
・一括検討の完了，結果公表

（注１）増強パターン２･･･応募が想定される全ての系統連系希望者が募集対象エリアに連系等した場合の増強の概要

（３）検討保留案件に対応した電源接続案件一括検討プロセスの開始について
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Ｐ12（４）ＧＷ期間中の需給状況について

 ＧＷ期間中（4月29日から5月9日）は，低気圧や気圧の谷の影響で曇りや雨の日が多
かったものの，5月4日，6日，8日は，東北エリア全域で晴れ基調となり再生可能エネル
ギー（太陽光および風力。以下，再エネ）の発電が高出力となった。

 昼間の一部時間帯において厳しい需給状況となる日もあったが，火力の出力抑制や揚水
運転・蓄電池の活用，連系線を活用した広域的な系統運用（広域周波数調整）を実施す
ることにより需給バランスを維持し，再エネの出力制御を回避することができた。

 5月４日の11時台は，太陽光552万kW，風力83万kWとなり，エリア需要に対する再エ
ネ発電比率は87.7％となった。（これまでの過去最大は2020年5月5日の78.3％）

エリア需要と再エネ発電の実績（再エネ発電比率が最大時）

需要に対する再エネ発電比率
87.7%
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 ＧＷ期間中は，最新の気象予報等をもとに需要想定や再エネ出力想定の見直しを行い，需
給見通しを検討。

 5月4日の2日前（5月2日）の検討において，余剰電力の発生が見込まれたことから，当社
のでんき予報サイトに出力制御見通し情報（5月4日に出力制御の可能性あり）を掲載。

 しかし，前日（5月3日）に実施した翌日需給バランス策定において，各事業者の発電・需
要計画や最新の再エネ予測値等を反映した結果，火力の出力抑制や揚水運転・蓄電池の活
用により，再エネの出力制御を回避できる見通しとなった。

 5月4日当日は，需要が上振れたものの水力や再エネ出力も上振れたことから，火力の出力
を最大限抑制することにより需給バランスを維持し，安定供給を確保した。

［単位 万kW］5月4日の需給状況について

（５）５月４日の需給状況について

前日の想定バランス
（12時～13時）

当日の需給実績
（11時～12時）

需
要
等

エリア需要 712 724

揚水運転・蓄電池活用 50 45

エリア外への送電 306 303

計 1,068 1,072

供
給
力

再エネ出力 622 635

（再掲）太陽光 501 552

（再掲）風力 58 83

（再掲）予測誤差 63 ー

水力・地熱 190 204

火力 219 191

バイオマス 37 42

計 1,068 1,072


